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鷹栖町の野鳥
2年半の記録

田　嶋　邦

上川郡鷹栖町は旭川市の西側に位置し、盆

地状の平地は主として水田地帯になっている

ため、野鳥の生息環境としてほあまり条件は

よくないが、周辺の嵐山、丸山付近などは比

較的良好な自然環境が保たれており、訪れる

鳥の数も多い。筆者は昭和46年7月に同町家

畜診療所の獣医師として赴任して以来、野鳥

の観察を継続してきた。そのうち昭和49年8

月から51年3月までの約2年半に記録した分

を整理したのがこの報告である。不十分な資

料とは思うが、同地域における鳥相について

は、従来みるべきものがない点を考慮してま

とめた。この付近の鳥相を知る一助になれば

幸いである。

鷹栖町における出現鳥類リスト

慮

（合計　97種）

科　　　　名 偃ﾘ����������kﾂ�記　　　　　　　　　　　録　　　　　　　　　　　地 劔劍ｴﾉ�D霾��Xｴﾉ��"�

全　町 ��韶ｹ�ﾂ�オサラ ッペ川 凉(���"�丸　山 ��X���ﾂ�そ　　の　　他 

サ　　　　ギ �4���7ﾘ��5H��4ﾒ� �� �� ��0　14線13号 �(�CS��Ch���ｩ�(ﾔﾉ{"�

ガ　ン　カ　モ �4�4�6�4�6�8x4R�4�5h6�8｢�7ﾘ4ｸ8)?��4ｨ8ｸ4ｸ8"�5(4ｸ8"�4ﾈ984�8ﾘ6�5x8ﾒ�4ｨ8�4�485B� ��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 �� �� �(�CS��C2�S��C��S��C��S��C��S��C"�S��C2�S��C2�

ワ　シ　タ　カ �6x��7"�4�5x8ﾘ8�5b�62�6�485�4｢�6ﾘ5�8｢�4�7ﾘ5�4｢�○ �� ��ｲ��ｲ� ��ｲ�013線12号 08線1号 020線12号 014線18号 �(�CS��C3S��C��C2�(�CC��C亥)69|y�"�S��Cr�S��C���(�CS��C8嚢ﾘ(��ｹ�,ﾘ*��

シロハヤプサ ハヤプサ チゴハヤプサ チョウゲンポウ 劔○ 剴����ﾃHﾘb��ｸ��唏��ﾄY�Xﾗb�R．51．3 51．2 50．7 50．8 

キ　　　　　ン �4x5ﾘ8�486�8x4R�5(4X8�484ﾈ5r� �� ��ｲ� ��0　20線12号 鉄��C2�S��C"�
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科　　　　名 偃ﾘ����������kﾂ�記　　　　　　　　　　　録　　　　　　　　　　　地 劔劍ｴﾉ�D駑ｨ�Xｴﾉ��"�

全　町 ��韶ｹ�ﾂ�オサラ ッペ川 凉(���"�丸　山 ��X���ﾂ�そ　　の　　他 

ク　　イ　ナ �6�������������92� �� �� ��0　12線7号 鉄��Ch��:�皐�����

チ　ド　リ �5(��6���6���8｢� �� �� ��0　15線9号 鉄��CR�

シ　　　　　ギ �7x8�5h4ﾒ�485ﾈ5h4ﾒ�8H7ﾘ5h4ﾒ�4�4�5ﾘ5h4ﾒ� ��○ ��○ ��013線7号 012線7号 014鱒12号 �(�CS��C���69�B�S��C��S��Cr�S��Cb�

ハ　　　　ト �4ﾈ5x6�6r�4�4�6�6r�○ �� �� ��ｲ� 鉄��Ch���)69|y�"�

ホトトギス �4ｨ6(5(4R�68686�8｢�○ �� �� ��ｲ� 鉄��CR�

フ　ク　ロ　ウ �5(6ﾘ6�5�4��4�4�6�5�4�� �� ��ｲ��ｲ� �� 鉄��C��C��Cr�

ヨ　　タ　　カ �8�������5�������4｢� �� �� ��0　　8線5号 鉄��C��

アマツバメ �6�8ｨ4�4�7ﾘ686�8�� �� �� ��0　12線7号 鉄��Cr�

カ　ワ　セ　ミ �8H7ﾘ5ｨ7��4�4ｨ5h8x4X7(92�ﾈ9X8�5ｨ7�� ��〇 〇 〇 �� ��0　12線7号 �(�CS��C����69�H-�*��(�CS��Cy��69�H,ﾘ*��UX�C��

ヤツガシラ �8H��68��4ｸ��5h��8�� ��○ �� �� �(�CS��C����69�H-�*��

キ　ツ　ツ　キ �4�8ｨ5�42�8H7ﾘ5�8��4�7ﾘ5�8��4�4ｨ5�8��4�4�4�4ｨ5�8��5(5�8��○ �� ��｢��｢��｢��｢�〇 〇 〇 �� 鉄��Cb�S��C2�(�CS��C8嚢ﾘ(��ｹ��S��C2�S��C2�

ヒ　　バ　リ �7�����6�����8｢�○ �� �� �� ��

セ　キ　レ　イ �4ﾈ5ｨ4ﾈ8ﾈ42�6�4�5ｨ4ﾈ8ﾈ42�5ｨ4�8ﾘ5ｨ4ﾈ8ﾈ42�5�7�6�8｢�○ ��ｲ� �� ��ｲ�0　　23線13号 鉄��Cb�S��C���S��CB�

ヒ　ヨ　ドリ �7���8���6���8｢� �� ��ｲ� �� 鉄��C2�

モ　　　　　ズ �8(��5��4�4ｨ8(5��4�4�8(5��○ �� �� ��ｲ�0　20線12号 �(�CS��C��

レン　ジャク �4ﾈ8ﾈ985x884��○ �� �� �� 鉄��C��

ミ　ソサザイ �7���5ﾈ��5H��5X��42� �� ��ｲ� �� 鉄��C��

ヒ　タ　キ （ツグミ亜科） �6ﾘ785�4ﾂ�4�8ﾘ684�7��4�4ｨ6�8��684�7��○ ○ �� ��○ ○ �� 鉄��Cr�S��Cr�

（ウグイス亜科） �8H7X5H8��4X4�485��5(8�5h4ﾈ8｢�4�4�8�5h4ﾈ8｢�5ｨ985�488�5h5�42�4ﾈ4�485�5�4ﾂ�○ �� ��○ ��｢��｢��｢��｢� 鉄��Cb�S��Cr�S��Cr�S��Cb�S��Cb�

（ヒタキ亜科） �4ﾈ7(5�4ﾂ�4�4�8ｸ8｢� �� ��○ ��0　15線5号 鉄��CR�S��Cb�
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科　　　　名 偃ﾘ����������kﾂ�記　　　　　　　　　　　録　　　　　　　　　　　地 劔劍ｴﾉ�D霾��Xｴﾉ��"�

全　町 ��韶ｹ�ﾂ�‾オサラ ッペ川 凉(���"�丸　山 ��X���ﾂ�そ　　の　　他 

エ　‾ナ　‾ガ �4x����6�����4ｲ� �� ��ｲ�○ �� 鉄��C2�

シジュウカラ �6�5h7h6x4ｸ8��7���4ｸ��8��○ �� �� ��0　　25線15号 鉄��C2�

ヤマガラ シジュウカラ ��ｲ�劔�����Y�ﾃ畏b�51．2 

ゴジュウカラ �585x8X4X4ｨ8�� �� ��ｲ�○ �� 鉄��C2�

キ　バ　シリ �4ﾈ��6���5h��8｢� �� ��ｲ�○ �� 鉄��C2�

ホ　オ　ジ　ロ �7ｨ4�5x8ﾒ�7ｨ4�4�4｢�4ｨ5h8�4�4｢�4�4�5r�5�8ﾘ5r�4�4�5x8X8ｨ92�（⊃ �� �� ��ｲ�026線14号 026線13号 023線13号 017線14号 鉄��CB�S��Cr�S��CB�S��Cb�S��CB�

ア　ト　リ �4�6x8｢�4ｨ8�8�7�8�� �� ��｢��｢��｢�○ ��ｲ�0　19線14号 鉄��CB�S��C2�

マヒワ ペニヒワ オオマシコ イスカ ベ二マシコ ウソ イカル シメ 劔��ｲ��ｲ�����ﾃ��ﾘb�����ﾃ�Hﾘb�49．12 51．2 R．50．1山田良造 51．2山田良造 ■50．7 51．2 50．5 50．5 

ハタオリドリ �6ｨ8X4X6�485�5�8��5���5���8��○ �� ��○ �� 鉄��CR�

ム　ク　ドリ �5(8�4�6�8｢�8�4�6�8｢�○ �� ��○ �� 鉄��CR�

カ　　ラ　　ス �6ﾘ��5h7ｸ5ﾈ4ｸ8�5��6�5h7X6x4ｸ8�5��4ｨ5�5��○ ○ �� ��ｲ� �� ��

〔注〕1．配列は日本鳥類日録、改訂第5版（1974）によっ　4．記録者の記載のかゝものはすべて筆者自身によった。

た。

2．表中のR．は稀を記銀であることを示す。

3．記録年月は一部を記載するにとどめた。

脚‖…＝…日日mllllllMmll…ml…川…l…川mlH…11日111……lmlI

1976年

冬の鳥・福岡

武　井　修　一

l…日日日日Im日日川】l…l川日日川…日日日日l川棚‖日日仙川‖mH

有明海を飛ぶモモイロペリカン

1976年11月12日・諌早にて撮影ト

5．本報告は調査者が南米旅行中であったため、筆者の

了解を得て、編集委員の一人、小川巌がとりまとめ

たものであることをお断りしておく。

1976年11月～12月に福岡を訪れた渡り鳥のうち、福岡　　　コクガン11月～・博多湾（福岡市）⑤

では比較的稀なものを報告します。丸数字は羽数。　　　　マガン12月・博多湾（福岡市）

クロトキ11月・有明海①　　　　　　　　　　　　　ヒシクイ11月～・博多湾（福岡市）④
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オオハクチョウ11月・福岡県椎田町③

アメリカヒドリ12月・江川ダム（福岡県甘木市）①

オオホシハジロ12月・大濠公園（福岡市）①

アカハジロ12月・福岡県粕屋郡①

セイタカシギ12月・博多湾（福岡市）①

アリスイ11月・福岡県大牟田市①、福岡県宗像町①

ツリスガラ12月・今津（福岡市）

なお飼い鳥の逃げたものと思われるフラミンゴ1羽、

モモイロペリカン3羽が有明海で見られます。

（福岡県甘木市楢原470－1）

1日LILILl【日日llLlm日日LLIL＝LIL‖1【llll【JlLml【ll日日日日日日LllLH【mmlm【l■1日＝1日t■■1日【川日日…＝■1日■＝】■日日‖■＝■【＝【■■L日日………■川■‖川上■■▲■【日日L■＝▲■L■【仙日日日日日日‖l川‖11日日日ll‖日日州l＝【HHllLll‖lt＝LILl【mllH【l‖1lmllllL日日LLH

帯広畜産大学自然探査会
鳥類研究グループの活動紹介

戸　田　敦　夫

【日日111日＝JlLl日日日日‖l【川Hl‖lLlllml日日川日日lJlL】11日Ll日日日日日日11lllL】ll‖【ml【川【＝＝1■1…1日日日日日日日1■【川lmmtmU日日ltmml‖llHl‖lml日日‖l仙川l‖川Ill日日日日lLmlI‖llL】lLl川Ill【‖Lml1日【lHl目し川Illl【ll日日l】日日11川llllllllmm】

私は昨年本会に入会したのですが、実際の活動は自然

ヽ■＿ノ　探査会という大学のクラブ部員として活動しています。

そしてそのクラブの中の野鳥好きの仲間と鳥類研究グル
ープを作り、大学周辺や帯広・十勝地方の鳥の観察など

を行ってきました。また昨年は、今年2月に帯広で行わ

れた私達のクラブ活動の集大成ともいうべき「日高の自

然展」のために、日高山脈の各地に野鳥の調査に出かけ

ました。

現在このグループのメンバーは8人ですが、本州方面

の都会からやって来た者が多く、大学入学後北海道の自

然に触れ、都会ではもはや見ることのできないいろいろ

な野鳥やその生命活動を目の当たりに見て、それで初め

て「こんな鳥が日本にもいたのか」と知って感動し集ま

ったというのが本当の

所で、まったくの素人

の集まりなのです。

私達のふだんの活動

は、先にも述べたよう

に、大学周辺での野鳥

観察、大雪山や日高山

脈での山野の鳥の観

察、あるいは海岸へ行

って水鳥の観察といっ

たいわば探鳥会のよう

した。また後者については、6月末に日高山脈ピリカペ

タヌ沢を遡行中、偶然クマゲラが営巣しているのを発見

しました。そして巣穴からは親を待つヒナが時々顔を出

していました。この発見によって、日高山脈でもクマゲ

ラが繁殖していることが確認できました。

昨年は、大学の隣にある帯広農業高校のカシワ林にお

いてアカゲラの生態について、冬から夏にかけて長期間

調査しました。この調査では、テリトリー形成過程・争

い、巣造り、抱卵、給餌、巣立ち、そして巣立ち後のヒ

ナの行動について継続して行いました。その結果次のこ

とがわかりました。

1）冬は、雌雄とも日の出から日没まで活動する。

2）テリトリー争いは、2月末から始まり、4月下旬

まで続く。

3）巣造りは、4月下

旬から5月中旬に

かけて行われる。

4）抱卵は5月中旬ま

で行矛っれる。

5）給餌は6月上旬か

ら下旬にかけて行

われる。

ギンザンマシコの雌雄（日高・幌尻岳七ツ沼カールで）　　　6）巣立ち後1週間か

ら10日間ぐらいは

な活動と、それから繁殖期には繁殖行動の調査といった

活動が主です。だいたいの活動の概略を述べましたが、

次に私達が行ってきたここ2年間の具体的な活動につい

て報告したいと思います。

一昨年の主な活動は、繁殖期における野鳥の活動とテ

リトリーについての調査、および日高山脈におけるクマ

ゲラの繁殖確認でした。前者については、大学周辺で繁

殖するノピタキとアカハラについて繁殖期を通して継続

的に調査しました。その結果、抱卵・給餌の回数や雌雄

の分担・巣立ち・テリトリーの防御行動などがわかりま

ヒナは巣の近くの木の上で親から餌をもらう。

この他には夏休みに日高幌尻岳七ツ沼カールにおいて

ノゴマのテリトリー調査と野鳥の種類数調査を行いまし

た。当地におけるノゴマのテリトリーの大きさ（直径約

40～60m）や活動、植生との関係などがわかり、また七

ッ沼に生息する野鳥としてノゴマ、ルリピタキ、カヤク

ダリ、ピンズイなど15種が確認されました。そしてこの

調査中に私達は、偶然ギンザンマシコのつがいを発見し

ました。この発見は大雪山だけでなく日高山脈でもギン

ザンマシコが繁殖している可能性を示していると思いま
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す。

さらにもう一つの昨年の研究テーマは、日高山脈芽室

岳における野鳥の垂直分布を調べることでした。これは

昨年6月初旬から7月初旬までの1カ月間に4回の山行

を行って調べました。この調査の結果、標高やその高度

の違いによる植生の変化で、野鳥の種類が変わっていく

野　村　梧　郎

◇ある騒動

現在では朝鮮半島でもコウノトリは非常に珍しく、ほ

とんど見ることの出来ない鳥になってしまったらしい

が、30年以上前のことしか知らないので、なかなか現実

の問題として認識できずに困っている。

コウノトリとの再会は昭和51年9月26日、新篠津村北

6号地先の石狩川堤外地でのことで、30数年ぶりのでき

ごとになるのだが、実はそれより2年前の昭和49年も押

しつまった12月28日、早朝に稚内を出発した急行利尻の

車中で、すでに野生状態でなくなったコウノトリを抱

え、何とも名状しがたいため息をついていた。

この年10月頃礼文島にコウノトリが飛来したという連

絡があった。北海道では昭和47年に続いての記録であり、

渡りの途中に立ち寄ったものと思いこみ、この珍しい鳥

の渡来を迷惑がる理由は全くないので、驚かさないよう

観察を現地に依願し、いつ飛び去るものか、次はどこに

姿を現すかということに興味を持ったくらいで、年末に

なって大事件になろうとは予想もしていなかった。

このコウノトリは礼文島が余程気に入ったようで、私

の予想に反して秋が深まり季節が冬に変わっても島を離

れようとしない。島の小さな沼や川が凍るにつれて餌場

を変えてはいたようだが、この鳥が島を離れないうちに

北端の島は厳寒期に入ってしまった。

そのうちにそのうちにと思っていたのに、コウノトリ

はとうとう飛び去らず、保護のための捕獲といっても、

この大型の鳥を傷つけず安全に描獲する確かな技術や道

具は島はもちろんのこと、北海道にはない。以前兵庫県

で最後の生き残りの番いを描獲したとき、火薬を使って

網を飛ばしてコウノトリを揃えたのを思い出し、環境庁

にしかるべき措置を麻んでみたが、キャノンネットと称

ことがわかりました。

以上がここ2年間の私達の研究成果です。今年はアカ

ゲラの調査を引き続き行うとともに、さらに別の新たな

テーマを見つけて研究したいと思っています。

（帯広市稲田町・帯広畜産大学畜産環境学科野生動物管

理学研究室）

するこの網は外国からの借り物で早急には間に合わない

という返事で終わってしまい、給餌とか氷を割って餌場

を確保することも考えてみたが、厳寒のなかでこれらの

方法が口で言うほど簡単に行えるものでない。

有効な手段をとれないままに日を送るうちに12月25日

の朝、突然宗谷支庁から無事に保護収容したとの連絡が

入った。この数日島の水面の凍結が急速に進んだようで

餌場を失い餓死寸前の状態で氷の上にうずくまっていた

のを、早朝漁に向かう漁師が発見し保護したことが後で　　J

わかった。保護したコウノトリは10℃程度に温度を調節

した役場の会議室に収容し、氷を割って採取した魚をや

っているとの連絡にやれやれと思ったが、現場の苦労は

大変なようで早くしかるべき施設に移したいという。

◇輸　　　送

保護収容は円山動物園に快く引き受けてもらったが、

運搬の目途が立たない。何よりも困ったのは海が荒れ欠

航続きの連絡船の運航の目途が立たないことで、いらい

らが募るばかりだったが、そのうち巡視船の協力が得ら

れるということでこの問題は急転直下解決した。

コウノトリの離島は27日。この日は宗谷支庁に留めて

置き、28日の朝、稚内発函館行きの急行宗谷に積むのが

最も便利だが、コウノトリのような大きな鳥を入れた箱

を列車内に持ち込むことは通常認められるものではな

い。万やむを得ず仕事の上で知り合いの国鉄道総局のN

氏に事情を打ち明け麻み込む。ただでさえ混み合う年末

の列車にこの大荷物の持ち込み、断られたらどうしよう

との心配はおおいにあったが、N氏と稚内駅との協議は

＼＿ノ

無事に終わり、12月28日朝稚内発急行宗谷の最後部の客　　）

席外に積み込むことで了解がとれた。札幌駅からの運搬

は円山動物園のトラックに顔むことで動物園のK課長の

了解をとり、受け取りのため稚内まで赴くこととし27日

の夜行に乗った。年末のため車内は混んでいたが一応の

目途がたったためよく眠れた。

朝目覚めると宗谷地方の平原は数日間荒れ続けた吹雪

がおさまり、穏やかな朝を迎えていたが、汽車がえらく

遅れている。吹雪の影響によるものらしいがどうも稚内

まで行っては折り返しの汽車に間に合いそうにない。繰

り返ししつこく専務車掌に時間を確認し、稚内行きをあ

きらめ豊富駅で下車して上りの列車を待つことにした。

◇羽ジラミ

豊富駅から稚内駅への電話連絡を開始したが、連絡が

一　6　－



うまくいってなかったようで、担当者の気妹が良くな

い。なんとしてもコウノトリを列車に積んでもらわなけ

ればならないので、訳はよくわからないまま謝まってお

く。

交代して電話口に出た支庁担当者の元気の良い声を聞

いて安心し、どうやら汽車を待つだけの身になった。こ

の日の豊富駅で見た電柱の風上側に昨日までの吹雪の強

さを証明する雪が、べったりと凍りつき朝日に輝いてい

・■●■●－1，■＝◆■●■＝◆‥●＝●t■●▼■■日■日■＝●＝ヽ＝■H●＝■■■●■●●■■●■t■■■●＝●＝

野幌探鳥会
梅　木　質　俊

今年度初めての探鳥会であり、この時

季はまた野鳥の嘲りも盛んなので、多数

ヽ＿＿／　の参加が期待された。特に一週間ほど連

たのが印象に残った。

帰路の列車はほとんど定時に豊富駅に着いた。列車の

最後尾の洗面室でベニヤ張りの大きな箱を発見しても中

をのぞくまでは安心出来ない。そっと蓋をずらすとノッ

ソリとコウノトリの大きな頭が動く。なお目を凝らすと

首筋がネズミ色に変色するほど羽ジラミがついているの

が見える。とにかくここまで来た薄汚れたコウノトリの

頭を見直し、あらためてホッとした。

日好天が続き、真夏並みの気温を記録した日が数日あっ

ただけに、一層期待が大きかった。しかし、前日の14日

夕から、低気圧の接近のため、にわかに空模様があやし

くなり、探鳥会当日は、今にも泣きだしそうな空模様で

あった。

集合場所である北海道女子短大前でバスから降り、あ

いさつもほどほどに探鳥を開始した。女子短大から森林

公園の中央口に至る道路沿いの住宅周辺の草地では、ム

クドリ、オオジシギ、ホオアカ、ノピタキなど10教程の

野鳥が見られた。

中央口から桂コースに向けて、いよいよ本格的に探鳥

を行ったが、曇天にもかかわらず林内では、シジュウカ

ラ、ハシブトガラ、センダイムシクィ、アオジ、オオル

リ、ヒガラ、ツツドリ、コルリなどの嘲りを聞くことが

できた。

大沢園地を過ぎて間もなく、池沼できれいなオシドリ

のオスが1羽水面を遊泳し、更にオスが2羽水面上空を

飛翔するのが見られた。

この日は、一時小雨が降ったが、それでも風もなく、

ペケレット湖は石狩川の三日月湖です。今

年の春は冬鳥の渡りが遅いということもあっ

たのでしょうが、この小さな潮にあふれるよ

うに水鳥が集まっていました。正確にカウン

トしませんでしたが、3千～4千羽はいたよ

うです。圧巻でした。キンクロハジロが圧倒

的に多く、次にスズガモ、ホシハジロ、ユリ

カモメも混じっていました。ユリカモメは写

真のように夏羽に換わり独特の尾羽を立てる

ようなスタイルで水に浮かんだり、時にはか

なりのスピードで鋭く飛び回っていました。

ここの鳥は一般に警戒心が少なく、静かにし

また曇天が幸い（？）してか行き交う人

もほとんどなく、探鳥会としてはまずま

ずであった。特に森林のいたるところで

イカルが見られ、張りのある「キィコ、

キィコ、キー」の嘲りが聞かれた。全体

的には「イカルの日」という印象が強く

感じられた探鳥会の一日であった。

〔とき〕　昭和52年5月15日　8：10

～13：30

〔担当幹事〕　野口正男・羽田恭子・溝部泰子・梅木

質俊

〔記録された鳥〕　スズメ　ムクドリ　オオジシギ

ハクセキレイ　ホオアカ　キジバト　ヒバリ　ヤマゲラ

アカハラ　ノピタキ　モズ　シメ　ピンズイ　カケス

ゴジュウカラ　シジュウカラ　ハシプトガラ　イワツバ

メ　センダイムシクイ　タロツグミ　アカゲラ　アオジ

コゲラ　ヤマガラ　イカル　オオアカゲラ　キビタキ

ヒヨドリ　ツツドリ　コルリ　アオサギ　ハシポソガラ

ス　エナガ　こュウナイスズメ　オオルリ　トビ　オシ

ドリ　ウグイス　ヒガラ　エゾライチョウ　コサメピタ

キ　カワラヒワ　ヤブサメ　ベニマシコ　マガモ　アマ

ツバメ　不明ワシタカ類　合計47種類

〔参加者〕　柳沢信雄、柳沢千代子、早瀬広司、早瀬

富、三木　昇、小野寺敬子、山口信子、舟橋直人、緑川

祐二（順不同）

ユ

リ　小

力　掘

モ　　燈

メ　　治

－　7　－

ているとスズガモなど30m位まで近寄ってき

ます。しかし秋は少し事情が違い、昨秋も観

察に来たのですが、狩猟期で鳥たちも何かオ

ドオドしていて、遠くで銃声が聞こえると一

斉に動き始め、落ち着きません。近くの沼で

鉄砲に追われここに逃げ込むのでしょうか。

この湖は個人の庭園の一部で、主人が鳥に理

解があり、水辺も自然の状態を保ち、ボート

も入れません。一種のサンクチュアリなので

す。こんな場所を何か所か作っておかなけれ

ば、狩猟も人間の一方的な殺りくのゲームに

なってしまうのではないでしょうか。



コウノトリは3月

4日最終確認で、一

応ケリがついたと思

ったとたん、今度は

函館でクマゲラが見

つかった。今まで見

たことはもちろん、

この辺にいると聞い

たこともない。偶然

の発見だった。大体

函　館　の

クマゲラ

吉沢　貞一

クマゲラなどは大雪

山を中心に、道央で

少数生息しているとのみ思っていた。道南では稀に見た

という話もあるが、いないというのが定説だった。

場所は亀田川上流、コケトリ沢。トドマツ人工林縁で

ある。鳥獣保護員としてよく巡視に来る所で、まだ雪の

卒る3月下軒こ来た時には気づかなかった0近くに中野

ダムがあり、このかさ上げのため道路改修工事中で、ブ

ルドーザー、トラックなどのうなりや、大金属音がこだ

ましてくる。深閑とした山奥ならまだしも、こんな所に

営巣するとは、不思議でならない。

5月1日巡視中、山道を下って来た折、後方で何か走

ったような気配を感じたので、ひょいと右手を見たら、

真っ黒な影が木にくっついていた。歩行中だからほんの
一瞬で木の陰になった。残像を整理したら東が赤かった

ような気がした。夢にも思っていなかったが、もしやク

マゲラでは？　それから半信半疑で静かに静かに捜し回

った。ちょうど直角から反対側に行った時だ。いた・ク

穴から赤いベレーのまざれもないクマゲラの雄がいた。

とうとう稀有の天然記念物を見つけた。年がいもなく身

のわくわくするのをどうすることもできなかった。賢い

ものである。巣穴は山道の反対側に掘っている。5月4

日には雌が頭を出していた。これで雌雄交代で抱卵して

いることがわかった。

木は50年近いトドマツの生木で、直径は5与C郡位。樹高

は30m近い。上方に混み合った小枝を出す柱のような直

立した幹である。巣穴は地上から7、8m、隣の木までは

4、5mから7、8m、割合広い横間になっている。またこの辺

一帯の人工林は広大な面積だが、その先は雑木林、その先

は老木うっ蒼たる天然林で、函館市の水源酒養林となっ

ている。なお鳥獣保護区、自然景観保護地区にもなってお

り、クマゲラにとってはまたとない楽天地といえそう

だ。人工樹種はほとんどがトド松、一部カラマツと杉。

天然の樹種はヤマクワ、アサダ、ナナカマド、サピタ、

シウリザクラ、シナノキ、ハンノキ、ヌルデ、コブシ、

カタスギ、イヌエンジュ、タラノキ、カツラ、クリ、ホ

オノキ、エゾヤマサクラ、イタヤわエデ、ミズナラ、ド

ロノキ、トチノキ、ミズキ、ヤチダモ、アオダモ、ブナ、

シラカバ等が主なものである。

5月13日、快晴。午前11時から午後6時までの7時間

付きっきりでの観察は次の通り。姿、カメラを隠して、

群れる小虫に悩まされながら、いつ姿を現してくれるか

全くあてにならないことをあてにしての観察である。

1時24分　巣穴から初めて頭を出す。雌。25秒間

1時50分　巣の中を右に1回まわったように見えた。

1分くらいチラチラ

2時50分　50秒間、2度はど引っ込みかけた

3時35分　頭を出したがそのまま静かに引っ込む。20

秒間

4時20分　巣穴より飛び出して、近くの杉の木で啄食

してすぐ巣に戻る（2分間位）（杉の木まで

50m位、100本位ある林。木の皮がバサバサ

で虫がいるようでなかった）

4時30分　いつの間に釆たか雄が近くの枝に止まり、

キョッキョッと4回相当大声で鳴く。穴から

雌が頭を出したと思ったとたんに飛び出して

どこかに低空で行った。雄はすぐ代わって穴

に入る。雌雄交代の抱卵である。この間20秒

5時00分　穴より頭を見せる。そのまま、ゆっくり引

っ込む。30秒間

5時20分　頭をすっかり出してほとんど動かない。

2、3度頭をかしげた程度。金色の目玉だけが

キラキラ光ってよく見える。2分30秒間

5時45分1度引っ込みそうになったがまた出直して

引っ込む。30秒間

その後なかなか出てこないので、6時で一応切り上げ

た。何かのご参考になれば幸甚です。

5月26日、様子が少し変わっていた。抱卵状態ではな

いように思われた。雌が外から飛来して3分位でまた巣

外に飛び出した。巣内からは雛の鳴き声など聞こえてこ

なかったが、もはやふ化したに違いないと思われた。こ

うなると人目にもつきやすくなるので警戒の心配も倍加

してきた次第である。

（5月30日記、函館市万代町7－24）
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◆おわび　27号P6の月別

出現種類数の本文中（図1）と

あるのは（表2）、Pタコウ　　よ

ノトリの本文最初から5行目　　り、

「が」と「度」の間に「38」

が入り、写真撮影日は9月26

日でした。鳥民だよりのラジ

オ番組紹介中「動植物歳時記」は3月中で終わりまし

た。以上慎んで訂正、おわび致します。　（編集部）　れています。

◆調査にこ協力を　今年度から当会では、毎年記録

をとる鳥12種、分布図作成などのため年度毎に定める

鳥（今年度は4種）の2本柱で調査に取り組むことに　　は時間的、

決まりました。道内各地にお住まいの方全員に、、調査　　情です。

貞、、をお願い致しましたが、可能な範囲で結構ですの　　すが、

でぜひご協力下さい。なお毎年初認記諒をとる鳥は、

オオジシギ、カッコウ、ヒバリ、モズ、アカモズ、ノ　　ないかと思い

ゴマ、クロツグミ、ウグイス、キビタキ、シマアオジ、　解ください。

ハクセキレイ、イソシギ。分布図作成のため今年度調

査する種はノゴマ、シマアオジ、メジロ、ヤマガラの

4種。ご面倒でも観察場所（なるべく詳しい地名で）

日時を書き、事務局あてお送り下さい。

◆手紙・はがきで原稿を　編集部では次号から本誌

に会員の皆さんから寄せられた手紙・はがきを載せる

コーナーを設けます。近況、感じたこと、観察日記等

なんでも結構です。気軽にお寄せ下さい。（編集部）

◆鳥に関する資料こ寄贈を　編集部では今年度から

会としての鳥に関する資料を収集することにしまし

た。必要があれは誌上に掲載したり、収集状況を報告

し、皆様の閲覧のご要望にも応えたいと思います。ど

のようなものでも結構ですのでご寄贈下さい。】種に
＿＿一■■■＿－′■■■′－′－′■■■′－′■－′■■■′－‾′－′■■一一■－′－■’■－′－■′■－′－一－′－′■

◆各地の探鳥

編集部までご連絡

◆事務所移転

化推進委員会

電261－9022）

12月、3

に表紙）

います。

ー　　夏鳥の初認（1976年）④
）　◆　函館とその周辺　　　　吉沢貞一

3．26　ヒバリ、4．4　アオサギ（汐泊川豊倉橋付近）、

4．8　ヤマセミ（栃の木神社下流）、4．17　オオジ

シギ（鉄山町）、4．30　アカショウビン（大沼）

5．10　ツツドリ（上磯町茂辺地）、5．16　アオバト

（鉄山町）、6．8　ホトトギス（桔梗町中の沢）、

6．18　ハリオアマツバメ（中野ダム下流）

カッコ内は記録地で大沼、茂辺地以外はいずれも函館

市内の記録。

◆　苫小牧（北大演習林）　　松岡　茂
3．15　ヒバリ、3．23　カウラヒワ、4．1　木オジ

ィ、4．21メジロ、4．23　ニュウナイスズメ、4．

26　クロツグミ、4．27　ヤプサメ・センダイムシク

ィ、4．30　アカハラ、5．1　ウグイス、5．4　コム

クドリ、5．7　エゾムシクィ、5．8　オオルリ●コ

ルリ・ツツドリ●アオパト、5．9　キビタキ・イカ

ル、5．12　アカショウピン、5．13　コノハズク、5．

19　コサメピタキ・カッコウ、5．31　ヨタカ

ニュウナイスズメについては、石城兼吉氏が4．20に

記録している。

◆　札幌・真駒内その他　　新妻　博

3．29　ハクセキレイ、4．1　カワラヒワ、4．3

ヒバリ、4．3　モズ・ホオジロ、4．10　キジパト、

4．11イソシギ、4．15　トラツグミ・キセキレイ、

4．17　シメ・ペニマシコ、4．22　イワツバメ、4．

口・オオジシ羊、4．4　キジバト、4．9　ヤマシギ　　25　アオジ・ウグイス・イカル、4．28　セグロセキレ

・トラツグミ、4．15　モズ、4．16　アオジ・ピンズ　　イ・木オアカ・クロツグミ・オオジシギ、4．30　アカ

ー　9　－
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ハラ・ヤプサメ・ノピタ寺、5．3　アリスィ、5．8

センタイムシクィ、5．10　コルリ、511メジロ●

ツツドリ（いずれも厚田）、5．16　オオルリ●エゾム

シクイ・ヤマシギ・アマツバメ（忍路）・イソヒヨドリ

（忍路）、5．19　カッコウ・ピンズイ（恵庭）、5．

20　カッコウ、5．25　アマツバメ・キビタキ、5．29

ジュウイチ・ヨタカ

記録地の記載のないものはすべて真駒内。

◆　十勝地方　　　　　　　小野登志和

3．8　カワラヒワ（11．6）、3．22　ペニマシコ、

3．28　アオジ（11．4）、4．5　ヒバリ（10．6）

4．6　ホオジロ、4．10オオジュリン（9　25）、4．

11アオサギ（9．27）、4．14　ノピウキ（9．26）

●コチドリ、4．21パン、4．25　オオジシギ、5．1

オオルリ、5．2　アカハラ・センダイムシクイ・ニュ

ウナイスズメ、5．19　ジュウイチ、5．20　コヨシ辛

り（9．3）・カッコウ（7．27）

カッコ内は終認日（終鳴日もこれに含める）。このほ

か、オオモズの記録（4．10）もある。

◆　弟子屈町Jtt湯　　　　　　百武　充

髪堅整

つぎのとおり野鳥愛護会主

催の探鳥会を開催します。知

り合いの方など誘い合わせの

上、多数の参加をお隣いしま

す。

〈札幌市福移（石狩河畔）

探鳥会〉

◇とき　昭和52年7月3日（日）

◇集合　札幌市営バス札苗線「福移入ロ」停留所に

午前8時40分までに集合。札幌市営バスセ

ンターから札首線午前8時1分発のバスに

乗亭してください（乗車時間は約30分）。

◇内容　オオジュリン、シマアオジ、ノピタキ、コ

ヨシキリ、ベニマシコなど草原の鳥が見ら

れます。

〈鵡　川　操　烏　会〉

◇とき　昭和52年8月28日（日）・9月は日（日）

◇集合　国鉄日高本線「鵡川駅」に午前9時10分ま

でに集合。札幌発午前7時40分の急行えり

m‖lll日日l日日‖llll川川日日川川日日日日川IlHHlllHl日日】日日川日日川Il川IlmlHHHll日日日日Il日日‖1日‖lH川mmlMl

昭和52年度総会経過報告
lけ川Ilml＝日日lHlltHM日日‖lm川日日lml川HHH日日lH日日】日日日日1111日日日Ht‖1日HHU日日；＝l日日日日11日川HI日日lIl日日1

昭和52年4月9日午後1時　北海道婦人文化会館

井上副会長が議長になり、議事次第に従い次の事項が

3．14　ムクドリ（8．20）、4．14　モズ（10．7）

4．17　ヤマシギ（8．24）・ホオジロ（12．1）、

4．23　アオジ（10．22）、4．29　オオジシギ（8．

29）、5．4　アカハラ（7．9）、5．9　センダイ

ムシクイ（8．24）・ピンズイ（10．18）、5．17　ツ

ツドリ（7．10）、5．18　キビタキ（10．12）、5．

24　カッコウ（7．9）

カッコ内は終認日。ただしアカハラ、カッコウ、ツツ

ドリの3種は終鳴記録。

◆　中標津町　　　　　　　　中川　元

4．1ハクセキレイ（開陽）、4．15　キジパト（当

幌）、4．16　ペニマシコ（並美丘）、4．18　キセキ

レイ（養老牛）、4．25　オオジシギ●ウグイス（並美

丘）、ノピタキ・ヤマシギ（武佐）、4．28　アオジ

（並美丘）、5．1アカハラ（並美丘）、5．9　ニュ

ウナイスズメ・エゾムシクイ（並美丘）、5．10　セン

ダイムシクイ（並美丘）、5．12　カワセミ（並美丘）

5．16　コムクドリ（並美丘）、5．20クロジ（並美

丘）、5．24　キビタキ・コルリ（並美丘）、カッコウ

（俣落）、5．26　コサメピタキ（並美丘）

も1号が便利です。

◇内容　シギ、チドリ類を主体に観察します。

く野　幌　探　鳥　会〉

◇とき　昭和52年10月23日（日）

◇集合　国鉄バス「北海道女子短大前」停留所に午

前9時までに集合。

◇内容　カラ類やキツツキ類などの留鳥のほかに、

ツグミなどの冬鳥が見られます。紅葉のき

れいな時季です。

く連絡先〉　札幌市中央区北4西ヲ（林業会館）

北海道国土緑化推進委員会内　電261－9022

北海道野鳥愛護会

く旭川野鳥の会抹鳥会〉

◇旭山探鳥会　6月26日（日）午前9時・動物園入

り口集合

◇江丹別探鳥会　9月25日（日）午前8時・上川支

庁前集合（昼食持参）

く連絡先〉　旭川市神楽町4の5　旭川営林局内林

野弘済会　旭川野鳥の会

審議され、原案どおり成立しました。

（1）組織検討委員会の検討結果報告について　（検討

結果報告書別記1）

（2）規約改正について　（改正規約別記2）

（3）昭和51年度事業報告並びに決算報告について
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（報告書別記3）

（4）昭和52年度事業計画並びに予算案について　（計

画書及び予算案別記4）

（5）役員選出（役員氏名は別記5の名簿のとおり）

なお、規約改正に関連して会費が今年度から1，000円

に値上げになりますが、これにつきましては野鳥だより

を1回発行、郵送すると16万円ほどの経費がかかり、年

4回の発行で64万円余りが必要になります。

会員数を700人とし、この64万円の所要経費を均等に

負担することにしますと、1人当たり900円余りの経費

が必要になり、1，000円の会費のほとんどが野鳥だより

の発行によって消化されてしまいます。

この計算は会費の未納等がないことを前提にしたもの

で、そのうえ会の運営は野鳥だよりの発行だけで終わる

ものではないので、経理内容は非常に厳しいことを察し

ていただき、会費の値上げは万やむを得ないものと了承

されました。

〔別記1〕野鳥愛護会組織検討結果（要旨）

会則の主な改正案は次のとおりです。

1本会の目的として会員相互の親睦を図ることを強

調したこと

2　事業内容を簡素化したこと

3　参与制度を廃止するようにしたこと

4　幹事の主要任務を明文化したこと

5　総会開催月を定めたこと

〔別記2〕北海道野鳥愛護会会則（主な改正条項）

第3条（目的）本会は野鳥愛護活動の実践及び野鳥知

識の普及を図るとともに野鳥保護の運動を通じて会員相

互の親睦を図ることを目的とする

第5条（会員及び会費）本会の会員は、会の趣旨に賛

同する個人又は団体をもって構成する

2　本会の会費は年額個人1，000円、団体3・000円と

する

第10粂（総会）総会は毎年1回、原則として4月に開

催するものとし、予算、決算及び事業計画などを審議す

る

〔別記3〕　昭和51年度事業・決算報告（要旨）

く事業〉1探鳥会の開催（5】年8月より52年3月まで

8回）2会誌の発行（24号より27号まで4回）3組織検

討委員会の設置と検討事項の報告（3名の委員により2

回委員会が開催され検討された。報告内容は前出）4そ

の他の事業等（干潟鳥類全国いっせい調査、支筋湖探鳥

の集い、新年懇談会等）

く決算〉収入789，248円　支出（387，160円）差引残

額（102，088円）

収入の部　　　　　　　　支出の部

決算額l予算額

〔別記4〕　昭和52年度事業・予算案（要旨）

く事業〉1探鳥会の開催（52年5月より53年4月まで

12回）2会誌の発行（28号～31号）3その他の事業

く予算〉

収入の部　　　　　　　　　支出の部

予　算　額

532，000

個人517×1，000

団体　5×3，000

雑収刃　　3，000

臥－一芸≡
計　r

（別記5〕　昭和52年度役員名簿

会　長　犬飼哲夫

副会長　井上元則　中野正彦　斎藤春雄　新妻　博

土屋文男

幹　事　飯山五玖子　梅木質俊　岡田幹夫　小川巌

小野寺敬子　金田寿夫　川村順　亀尾紋十郎

小沢広記　小堀塩治　新宮康生　谷口一芳

中田克道　野村梧郎　野口正男　羽田恭子

萩千賀　平井さち子　藤巻裕蔵　藤本紀一

松岡茂　韓部泰子　村野紀雄　森拓人　柳沢

信雄　　　　　　（代表幹事・柳沢信雄）

監　事　青野寿衛舌　佐々木勇

一■＝蠣－－日日－■－日日－－日日－■一一日日－■－，■■■－－■日日－－■日■■■■■ltH】■－■日■■■

役員会経過報告
1－日＝】－－日‥－－…1■－－‥＝－．■－…■エ－＝■■－t…■■■－－■■＝－－日日－｛－…■一

昭和52年4月4日午後6時　北海道婦人文化会館

特に議題を定めず、会の運営等について討議を行いま

した。主な内容は次のとおりです。

◇機構検討について

本会の運営方法等を検討するため昭和51年度の総会に

おいて設定された横棒検討委員会の事業経過について土

屋副会長から説明がありました（内容は総会での報告と
重複するので省略します）。

◇昭和52年度の事業について

原則として昭和51年度の事業を踏襲するが、愛鳥週間

を中心とした行事に力を入れること。

◇道内の他団体との連絡について

道内の保護団体との連絡協調についていろいろな意見

が出ましたが、当面は旭川野鳥の会などの年間行事計画

を関係者の了解を得て、野鳥だよりに掲載することにし

ました。
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◇会務運営について

会務の運営方法については、事務局の体制を明確にす
ること、各幹事が職務を分担して会務を執行することな

どが話題になりました。

特に会発足以来、道で会務のほとんどを処理して来た
ことについて意見が続出し、いつまでも道を顔りにする

のでなく、会としてひとり歩きをする方向に向かうべき

だということになりました。

幹事会経過報告

昭和52年4月18日午後6時　北海道会館

幹事15名が出席し、4月4日に開催された役員会の決

定をふまえ、幹事の職務分担とその内容を次のとおり定
めました。

◇総務関係
1総会、役員会、幹事会等の開催案内
2　行事案内

3　野鳥だよりの発送

4　会員名簿及び台帳の整理

5　その他

◇企圃関係
1　調査事項の整理及び取りまとめ

2　懇親会等の企画

3　他機関との連絡調整

4　会の運営方法の検討

5　その他

〔編〕〔集〕〔後〕〔記〕

☆夏鳥が日毎に増えてくるこのごろです。われわれ

野鳥愛好者にとってほ最も忙しい時期ですが、皆さん

の夏鳥初認記録はいかがでしたでしょうか。本号には

道内各地の鳥相シリーズの一環として、田嶋さんに鷹

栖町の鳥相について書いていただきました。続いて十

勝地方周辺の鳥についても掲載する予定です。（藤巻）

☆今年は事務局も移り、組織も変わりました。これ

までの安定状態はご破算になり、新しく出発するとい

う状態で、大きな曲がり角に来ているようです。この

喝で愛護会存続の意味も考えてみなければならないで
しょう。野鳥だよりの中で会員の皆様と愛護会のあり

方を考えてゆきたいと思います。編集委員は数も少な

く昼間の仕事もあり、なかなか大変です。原稿が不足

で発刊がむずかしいなどということがないよう協力願

います。鳥の原稿だけでなく、会に対する疑問、意見

等どんどん寄せて下さい。　　　　　　　（小堀）

☆花の話で恐縮ですが、今春「北海道の花」の本が

二冊でました。花の名を沢山知っていたら野山歩きも

どんなに楽しくなるだろうと思っていた矢先のこと。

小脇にはさんでの休日、心強いかぎりです。これに続

き「北海道の野鳥」の出版、熱望します。　（飯山）
＿　‾　っ　て＝＝　＼

◇広報関係
1野鳥だよりの企画、編集、発行

2　会員意見の把撞及び情報収集

3　その他

◇探鳥会関係

1探鳥会の企画、実施及び指導
2　探鳥会実施結果の整理及び総務、広報幹事への連絡

3　その他

◇会計関係

1収入及び支出に関する事務
2　収支帳簿の整理

3　会費納入状況一覧表の整理

4　会員台帳の整理

5　会費未納通知及び督促

6　その他

会費値上げについて

さきに開催された昭和52年度総会において、会費が個

人600円から1000円に、団体1500円から3000円にそれぞれ

値上げとなりました。御承知のように会の運営は、会員
1人ひとりの会費によってまかなわれておりますので、

御理解の上、会費未納の方は早急に納入してください。
また、納入されるときは、同封の郵便振替用紙（口座番

号・小樽18287番）によりお願いし患す。

（会計担当幹事）

☆野鳥だよりを通じて提供された鳥に関する情報量

は相当なものになる。これをそのまま寝かしておくの

はいかにも惜しい気がする。道内一円に会員がいる利

点を生かし、これまで発表された記録と各自が蓄積し

ている資料をもちよって北海道の鳥類分布図などは措

けないものだろうか。今すぐに実現するのは無理とし

ても、「その日」のために資料を集積していくのも、こ

のたよりの使命の一つであると考える。引き続き各地

の記録を寄せて下さるようお願いする次第。（小川）

☆札幌・発寒川畔でのイソシギの初認は4月12日で

した（うちのカミさんの話）。その後、夕方から深夜

にかけてピィリィリィといった声とともに、繁殖のデ

ィスプレイと思われる行動が見られました。そして5

月8日、川畔の土手のくぼみに4卵があるイソシギの

巣をみつけ、毎日、観察しました。5月50日、2卵がふ

化。翌日の夕方、巣の近くで、ぬいく、’るみのようなヒ

ナ2羽が、親鳥と行動をともにしていました。無事に

大きくなることを願うのみです。　　　　　（梅木）

☆新年度から編集委員に藤巻さんと小堀さんが新た

に加わり、昨年度、健筆をふるわれた馬場さんが仕事

のつごうでやめられました。新体制のもと、会の組織

再編ともあいまち、機能性と行動力をつけるべく張り

切っております。会員の皆さんのご協力を。　（森）


